
　

市
民
の
み
な
さ
ま
に
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
仙
台
を
本
拠
地
と
す
る
東
北
楽

天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
が
誕
生
し
、
全

国
に
も
大
き
く
報
道
さ
れ
る
な
ど
、
仙
台
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

新
球
団
を
応
援
す
る
市
民
の
盛
り
上
が
り
と

と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
も
大
き
な
効
果
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
一
方
、
新
潟
県
中
越
地

震
や
台
風
な
ど
大
規
模
災
害
の
発
生
で
は
、

自
然
の
脅
威
と
同
時
に
、
一
層
の
防
災
対
策

の
必
要
性
、
日
頃
の
地
域
の
連
携
の
大
切
さ

を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、い
わ
ゆ
る
「
三
位
一
体
改
革
」
で
は
、

ま
だ
不
十
分
な
が
ら
、
地
方
が
自
立
し
て
仕

事
を
す
る
た
め
に
必
要
な
財
源
の
移
譲
な
ど

の
制
度
改
革
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
方
分

権
の
新
た
な
進
展
に
対
応
し
、
本
市
議
会
も

活
動
を
強
化
し
、
よ
り
活
発
で
市
民
に
わ
か
り

や
す
い
議
会
の
実
現
に
努
め
る
と
と
も
に
、

本

市
の
未
来
を
切
り
ひ
ら
く
た
め
諸
課
題
の
解

決
に
向
け
て
真
摯
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

し
つ
つ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

○
一
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明
許
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及
び

　

債
務
負
担
行
為
の
設
定
並
び
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中
央
卸
売
市
場
事
業
特
別
会
計
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水
道
事
業
会
計
及
び
ガ
ス
事
業

　

会
計
に
お
け
る
債
務
負
担
行
為

　

を
設
定
す
る
も
の

○
個
人
情
報
保
護
の
充
実
を
図
る

　

た
め
個
人
情
報
保
護
条
例
の
全

　

部
を
改
正
す
る
も
の

○
市
長
、
職
員
等
の
寒
冷
地
手
当

　

を
廃
止
す
る
も
の

○
印
鑑
登
録
原
票
に
男
女
の
別
を

　

登
録
し
な
い
こ
と
と
す
る
も
の

○
平
成
十
七
年
七
月
利
用
開
始
予

　

定
の
海
岸
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
の

　

利
用
料
を
定
め
る
等
の
も
の

○
（

仮
称
）

宮
城
野
区
体
育
館
等
及

　

び
市
民
球
場
の
新
築
工
事
の
工

　

事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の

○
東
北
文
化
学
園
大
学
に
対
す
る

　

補
助
金
返
還
請
求
権
の
う
ち
約
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案
の
提
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由
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明
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査

本 

会 
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議
案
の
提
案
理
由
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代
表
質
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１
人

・
討
論

・
議
案
の
採
決

・
意
見
書
の
採
決
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今
定
例
会
で
成
立
し
た
議
案
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
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五
十
音
順
）

所在地　青葉区小松島四丁目（東北薬科大学構内）

樹　種　クロマツ　　推定樹齢 650年

明治の文豪高山樗
ちょぎゅう

牛が旧制二高の学生時代に樹陰に

座して瞑想にふけった場所として知られ，土井晩
ばんすい

翠に

よる「樗牛瞑想の松」の碑がある。

所在地　泉区福岡字小山
樹　種　スギ　　推定樹齢500年
鷲倉神社境内の参道脇にあり，神木として地域の人々から敬われている。
樹高は36ｍに達し，地上 9ｍの部分より放射状に枝を張っている。
平成10年に宮城県の天然記念物に指定されている。
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子
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意
見
書
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編
集
後
記

次
回
定
例
会
の
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知
ら
せ

常
任
委
員
会
審
議
の
概
要

代
表
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新
年
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あ
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さ
つ

定
例
会
会
期
日
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議
案
の
紹
介
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目　
　
　
　
　
　

次

目　
　
　
　
　
　

次

補
正
予
算

　

八
億
五
千
八
百
万
円
を
限
度
に
、

　

そ
の
権
利
を
放
棄
す
る
も
の

○
市
長
、
副
市
長
、
収
入
役
の
給 

　

料
を
平
成
十
七
年
一
月
か
ら
三

　

月
ま
で
の
間
、
減
額
す
る
も
の

条
例
な
ど

定
例
会
会
期
日
程

定
例
会
会
期
日
程

議
案
の
紹
介

議
案
の
紹
介

今回は１面で市内の名木，古木をご紹介するシリーズの第３回です。

鷲
倉
神
社
の
姥
杉

わ
し
の
く
ら

う
ば

瞑
想
の
松

め
い
そ
う

明
け
ま
し
て

明
け
ま
し
て

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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